
都
市
地
震
防
災
と
そ
の
課
題

１
は
じ
め
に

　
平
成
７
年
兵
庫
県
南
部
地
震

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
以
降
、

わ
が
国
は
地
震
活
動
の
静
穏
期
か

ら
活
動
期
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
実
際
、
こ
の
地
震
以
降
、

本
年
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、

新
潟
県
中
越
沖
地
震
を
含
め
、
ほ

ぼ
毎
年
１
回
の
割
合
で
全
国
各
地

で
被
害
地
震
が
発
生
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海

地
震
や
首
都
直
下
地
震
の
発
生
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
、
地
震
に
対
す
る

備
え
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
地
震
防
災
、
特
に
大
都
市
で

の
地
震
防
災
の
重
要
性
は
高
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
地
震
防
災
対
策
で

基
本
と
な
る
考
え
方
を
示
し
た
上

で
、
横
浜
市
を
事
例
と
し
て
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
以
降
行
わ
れ
て

き
た
対
策
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
今

後
の
都
市
地
震
防
災
の
課
題
に
つ

い
て
述
べ
て
み
た
い
。

２
防
災
対
策
の
必
要
性

　
大
都
市
に
人
口
や
施
設
が
集
中

す
る
の
は
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
世

界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
世
界
の
大

都
市
圏
の
中
で
も
、
東
京
首
都
圏

は
人
口
が
3
0
0
0
万
人
を
超

え
、
経
済
的
に
重
要
な
施
設
が
集

中
し
て
い
る
。

　
平
成
1
7
年
１
月
に
ド
イ
ツ
の
再

保
険
会
社
M
u
n
i
c
h
の
が
発
表
し

た
世
界
の
大
都
市
圏
の
自
然
災
害

リ
ス
ク
を
み
る
と
、
図
１
に
示
す

よ
う
に
横
浜
を
含
む
東
京
首
都
圏

の
リ
ス
ク
指
数
は
７
１
０
で
、
他
の

大
都
市
に
比
べ
て
突
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
リ
ス
ク
指
数
は
、
自
然
災

害
の
起
こ
り
や
す
さ
、
災
害
に
対

す
る
弱
さ
、
災
害
に
曝
さ
れ
る
資

産
の
量
、
の
積
で
計
算
さ
れ
て
い

る
。
東
京
首
都
圏
は
、
災
害
に
対

す
る
弱
さ
は
他
の
都
市
と
比
べ
て

平
均
的
で
あ
る
も
の
の
、
自
然
災

害
の
起
こ
り
や
す
さ
及
び
災
害
に

曝
さ
れ
る
資
産
は
ト
ッ
プ
の
値
を

示
し
、
こ
れ
ら
の
相
乗
効
果
で
断

ト
ツ
に
大
き
な
リ
ス
ク
指
数
と
な

つ
て
い
る
。

　
一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、

災
害
に
曝
さ
れ
る
資
産
の
量
は
東

京
と
同
程
度
で
あ
る
が
、
自
然
災

害
の
起
こ
り
や
す
さ
は
1
0
分
の
１

以
下
で
あ
り
、
リ
ス
ク
指
数
は
東

京
の
1
0
分
の
１
以
下
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
災
害
に
曝
さ
れ

る
資
産
が
大
き
い
大
都
市
は
必
然

的
に
大
き
な
災
害
を
被
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
て
お
り
、
わ
が
国

の
よ
う
な
地
震
国
で
は
大
き
な
リ

ス
ク
と
し
て
顕
在
化
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
東
京
首
都
圏
を
は
じ
め

と
す
る
大
都
市
で
は
特
に
し
っ
か

り
と
し
た
防
災
対
策
を
行
う
こ
と

が
重
要
と
な
る
。

３
防
災
対
策
の
基
本

　
防
災
対
策
の
流
れ
を
整
理
す
る

と
図
２
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、

「
事
前
準
備
」
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ

の
周
り
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
潜

ん
で
い
る
の
か
を
認
識
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
、
地
震
被
害
想
定

や
安
全
点
検
な
ど
が
こ
れ
に
対
応

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
防
災
意
識

が
高
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
現
状

の
問
題
点
や
必
要
と
さ
れ
る
対
策

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
防
災
対

策
の
目
標
と
目
的
を
定
め
、
考
え

ら
れ
得
る
戦
略
か
ら
必
要
性
が
高

く
効
率
的
な
戦
略
を
選
択
し
て
、

防
災
計
画
を
策
定
す
る
。
こ
れ
に

基
づ
い
て
、
建
物
や
施
設
の
耐
震

補
強
や
防
災
ま
ち
づ
く
り
、
防
災

組
織
づ
く
り
な
ど
の
具
体
的
な
「
事

前
対
策
」
が
実
行
さ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
も

大
き
な
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
完
全

に
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
発
生
し
た
災
害
が
拡
大
し

な
い
よ
う
、
救
急
・
救
命
や
消
火
、

応
急
復
旧
な
ど
迅
速
で
適
切
な

「
直
後
対
応
」
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
そ
れ
を
支
援
す
る
た
め

の
地
震
情
報
シ
ス
テ
ム
や
直
後
対

応
体
制
の
整
備
が
重
要
と
な
る
。

　
災
害
の
拡
大
を
防
い
だ
後
に

は
、
被
災
者
の
中
長
期
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
い
ち
早
く

平
常
時
に
復
帰
す
る
こ
と
が
重
要

執
筆翠

川
　
三
郎

東
京
工
業
大
学
大
学
院

総
合
理
工
学
研
究
科
教
授

図１　世界の大都市の自然災害リスク指数（Munich Reによる）

調査季報vol.161・2007.10■01

《1》

1
地
域
で
取
り
組
む
防
災



で
、
そ
の
た
め
の
「
復
興
対
応
」

が
必
要
と
な
る
。
住
宅
の
み
な
ら

ず
人
々
の
暮
ら
し
や
産
業
を
含
め

た
都
市
の
復
興
を
段
階
的
か
っ
迅

速
に
進
め
る
た
め
の
事
前
の
計
画

が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
、
事
前
準
備
、
事
前
対

策
、
直
後
対
応
、
復
興
対
応
の
４

つ
を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
で
、

被
災
時
か
ら
復
興
時
ま
で
の
期
間

に
被
る
災
害
全
体
の
影
響
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
図
３
に
示
す
よ
う

に
、
事
前
準
備
や
事
前
対
策
に
よ

り
被
害
抑
止
力
を
高
め
て
お
く
こ

と
で
、
災
害
に
対
す
る
壁
を
築
き
、

地
震
に
襲
わ
れ
て
も
災
害
の
発
生

を
で
き
る
だ
け
食
い
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
大
き
な
地
震

が
起
こ
れ
ば
災
害
は
壁
を
乗
り
越

え
て
、
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

こ
れ
に
対
し
て
直
後
対
応
や
復
興

対
応
で
災
害
対
応
力
を
高
め
る
こ

と
で
災
害
か
ら
い
ち
早
く
立
ち
直

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

４
横
浜
市
の
取
り
組
み

　
横
浜
市
で
は
従
前
よ
り
積
極
的

に
地
震
防
災
対
策
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。
都
市
地
震
防
災
対
策
の
事

例
と
し
て
、
横
浜
市
の
取
り
組
み

の
概
要
に
つ
い
て
、
前
述
の
事
前

準
備
、
事
こ
回
対
策
、
直
後
対
応
、

復
興
対
応
に
分
類
し
て
、
以
下
に

紹
介
す
る
。

①
事
前
準
備

ａ
）
地
震
被
害
想
定
調
査

　
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
合
理

的
な
震
災
対
策
を
立
案
す
る
た

め
、
横
浜
市
で
は
1
9
6
0
年
代

末
よ
り
地
震
被
害
想
定
調
査
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
兵
庫
県
南
部
地

震
を
受
け
て
、
活
断
層
調
査
や
地

下
構
造
調
査
が
行
わ
れ
、
立
川
断

層
が
市
内
ま
で
延
長
し
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
、
市
内
の
３
次
元

的
な
地
下
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
に
基
づ
い

た
最
新
の
地
震
被
害
想
定
が
平
成

1
6
年
度
末
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

被
害
想
定
結
果
は
後
述
の
防
災
計

画
の
策
定
の
際
に
基
礎
的
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
）
横
浜
市
地
震
マ
ッ
プ

　
前
述
の
地
震
被
害
想
定
調
査
は

主
に
行
政
が
合
理
的
な
震
災
対
策

を
立
案
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
市
民
に

も
伝
え
る
こ
と
で
、
市
民
の
防
災

意
識
の
向
上
や
防
災
準
備
の
推
進

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
横
浜
市
で
は
精
密
な

地
震
動
予
測
マ
ッ
プ
「
横
浜
市
地

震
マ
ッ
プ
」
を
平
成
1
3
年
６
月
に

作
成
し
、
約
1
0
万
部
が
印
刷
さ
れ

市
民
に
配
布
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
も
公
開
さ
れ
た
（
図
４

参
照
）
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
想
定
地

震
に
対
す
る
震
度
が
5
0
m
メ
ッ
シ

ユ
単
位
で
細
か
く
表
示
さ
れ
て
い

る
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
自
分
た
ち
の
街
や
家
が
ど

の
く
ら
い
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
る
の

か
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
、
市
民

の
関
心
を
引
い
た
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
発
行
後
、
後
述
す

る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
制
度
や

耐
震
補
強
補
助
制
度
へ
の
応
募
が

倍
増
し
（
図
５
参
照
）
、
一
定
の

効
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

地
震
危
険
度
の
情
報
を
積
極
的
に

市
民
に
発
信
し
、
市
民
の
防
災
行

動
を
促
進
す
る
試
み
は
他
に
例
の

な
い
先
駆
的
な
も
の
で
、
他
の
自

治
体
や
国
を
刺
激
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
名
古
屋
市
や
京
都

市
等
で
も
同
様
の
マ
ッ
プ
が
作
成

さ
れ
、
市
民
に
配
布
さ
れ
た
。
ま

た
、
耐
震
改
修
促
進
法
の
一
環
と

し
て
地
震
マ
ッ
プ
等
の
作
成
に
国

か
ら
１
／
２
の
補
助
金
が
出
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

防災対策のフロー図図２図３　災害の時間的推移（東大目黒教授の図を改変）
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同
様
の
目
的
で
平
成
1
5
年
２
月

に
は
「
横
浜
市
液
状
化
マ
ッ
プ
」

も
作
成
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平

成
1
7
年
１
月
に
は
市
民
の
防
災
行

動
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
が
書

き
込
ま
れ
た
「
わ
い
わ
い
防
災
マ

ッ
プ
」
が
作
成
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
自
由
な
縮
尺
で
閲

覧
、
印
刷
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
市
民
に

よ
る
防
災
ま
ち
歩
き
の
イ
ベ
ン
ト

も
市
内
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。



②
事
前
対
策

ａ
）
防
災
計
画
の
策
定

　
横
浜
市
で
は
従
前
よ
り
防
災
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
た
が
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
直
後
の
平
成
７

年
２
月
か
ら
震
災
対
策
が
大
幅
に

見
直
さ
れ
、
平
成
８
年
度
末
に
横

浜
市
防
災
計
画
（
震
災
対
策
編
）

の
改
訂
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
平
成

1
7
年
1
2
月
に
修
正
さ
れ
た
。

　
防
災
計
画
で
は
、
基
本
課
題
と

し
て
、
(
1
)
防
災
基
盤
の
整
備
促
進
、

　
(
2
)
地
域
防
災
力
の
強
化
、
(
3
)
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
型
防
災
対
策
へ

の
進
展
、
(
4
)
災
害
応
援
体
制
の
確

立
、
(
5
)
行
政
の
防
災
対
応
力
の
向

上
、
(
6
)
計
画
的
な
防
災
事
業
の
推

進
、
の
６
つ
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
災
害
予
防
計
画
お
よ

び
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
、
復
興

事
業
、
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
）
事
前
対
策
の
具
体
例

　
事
前
対
策
の
柱
の
ひ
と
つ
で
あ

る
防
災
基
盤
の
整
備
促
進
に
関
し

て
は
、
市
立
小
中
学
校
を
震
災
時

の
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る
た

め
に
、
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
や

防
災
備
蓄
庫
の
設
置
を
進
め
、
４

５
４
箇
所
の
地
域
防
災
拠
点
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
災
害
時
に
拠
点
と
な

る
市
・
区
庁
舎
、
消
防
施
設
、
病

院
な
ど
に
つ
い
て
も
耐
震
補
強
が

進
め
ら
れ
、
平
成
2
2
年
度
ま
で
に

ほ
ぼ
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
多
量
の

死
者
が
発
生
し
た
原
因
が
住
宅
の

倒
壊
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
宅

の
耐
震
化
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
平
成
７
年
1
0
月
に
、
1

9
8
1
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
へ
の
耐
震
判
断
士
派
遣
制

度
を
創
設
し
、
平
成
1
8
年
度
末
ま

で
に
２
万
件
弱
の
無
料
診
断
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
図
５
に
示
す

よ
う
に
、
診
断
さ
れ
た
建
物
の

5
0
％
弱
が
危
険
、
3
0
％
強
が
や
や

危
険
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
耐
震
診
断
制
度
と
連
動
し

て
、
平
成
い
1
1
年
７
月
か
ら
は
、
危

険
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対

象
と
し
て
（
現
在
は
や
や
危
険
も

含
む
）
耐
震
改
修
助
成
制
度
（
現

在
は
一
般
世
帯
に
対
し
て
最
大
１

５
０
万
円
）
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
助
成
制
度
に
対
し
て
平
成
1
8

年
度
末
ま
で
に
約
1
3
0
0
件
の

申
請
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
８
０

０
件
強
に
補
助
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
防
災
力
の
強
化
で
は
、
前

述
の
地
域
防
災
拠
点
を
円
滑
に
運

営
し
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域

の
自
治
会
、
学
校
、
区
役
所
が
連

携
し
た
運
営
委
員
会
を
育
成
す
る

こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　
防
災
都
市
づ
く
り
も
計
画
的
に

推
進
す
べ
き
防
災
事
業
と
し
て
重

要
項
目
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
防
火

地
域
の
指
定
や
市
街
地
再
開
発
な

ど
に
よ
り
街
の
防
災
性
向
上
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

横浜地震マップ

　　　　南関東地震

図４③
直
後
対
応

　
直
後
対
応
に
関
連
し
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
型
防
災
対
策
へ

の
進
展
、
お
よ
び
災
害
応
援
体
制

の
確
立
、
行
政
の
防
災
対
応
力
の

向
上
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

支
援
型
防
災
対
策
へ
の
進
展
は
横

浜
市
独
自
の
防
災
施
策
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

の
行
政
の
直
後
対
応
の
遅
れ
を
教

訓
と
し
て
、
適
切
な
直
後
対
応
を

支
援
す
る
た
め
に
地
震
情
報
シ
ス

テ
ム
の
高
度
化
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
柱
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
地
震
防

災
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
あ
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
（
１
）
高
密
度

強
震
計
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
（
２
）
地
震

計
か
ら
の
情
報
に
基
づ
く
地
震
被

害
推
定
シ
ス
テ
ム
、
（
３
）
道
路
の
実

被
害
情
報
を
集
約
す
る
被
害
情
報

収
集
・
集
約
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
。
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（
１
）
の
強
震
計
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
、
地
震
後
約
３
分
で
各
地
点

の
震
度
情
報
を
得
る
。
図
６
に
示

す
よ
う
に
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
４
３
０
平
方
キ
ロ
の
市
域
に
設

置
さ
れ
た
１
５
０
観
測
点
か
ら
な

る
も
の
で
、
世
界
的
に
も
類
の
な

い
非
常
に
き
め
細
か
い
観
測
網
で

あ
る
。

　
こ
の
情
報
に
基
づ
い
て
、
㈲
の

地
震
被
害
推
定
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
地
震
後
約
2
0
分
で
市
内
の
詳

細
な
震
度
分
布
図
、
液
状
化
予
測

図
、
木
造
建
物
被
害
分
布
図
を
推

定
す
る
。

　
さ
ら
に
即
の
被
害
情
報
収
集
・

集
約
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
緊
急
輸

送
路
に
指
定
さ
れ
た
道
路
9
3
路
線

の
実
被
害
情
報
を
迅
速
に
収
集
す

る
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業

者
（
東
京
ガ
ス
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
東
京

電
力
、
市
水
道
局
）
か
ら
の
被
害
・

復
旧
情
報
も
別
途
集
約
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
震
直
後
に
開
か
れ

る
災
害
対
策
本
部
会
議
で
初
動
の

活
動
方
針
を
よ
り
適
切
に
決
定
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
普
段
に
起
こ
る
中
小
地
震
の
震

度
情
報
も
地
震
計
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
発
信
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
防
災
情
報

Ｅ
メ
ー
ル
等
を
通
じ
て
市
民
に
伝

達
さ
れ
、
市
民
の
防
災
意
識
の
啓

発
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

や
や
大
き
な
揺
れ
が
観
測
さ
れ
た

場
合
に
は
市
民
に
揺
れ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
依
頼
し
、
よ
り
き
め
細
か

い
揺
れ
の
地
域
性
を
調
査
す
る
こ

と
も
試
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
中
小
地
震
の
デ
ー
タ
は

前
述
の
地
震
マ
ッ
プ
の
妥
当
性
の

検
証
に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
地

震
計
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
直
後
対
応

だ
け
で
な
く
事
前
準
備
に
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
説
明
し

た
横
浜
市
の
地
震
情
報
シ
ス
テ
ム

の
概
念
図
を
図
７
に
示
す
。

④
復
興
対
応

　
防
災
計
画
で
は
、
復
興
対
応
に

つ
い
て
は
、
市
民
生
活
の
安
定
・

復
旧
の
た
め
の
生
活
援
護
や
地
域

経
済
の
復
興
支
援
の
方
策
や
、
法

律
に
基
づ
く
災
害
復
旧
の
手
順
が

示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
震
災

復
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
震
災
復

興
本
部
に
よ
り
段
階
的
に
推
進
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
事
前
準

備
、
事
前
対
策
、
直
後
対
応
に
比

べ
て
、
防
災
計
画
に
お
い
て
復
興

対
応
に
つ
い
て
の
記
述
は
少
な
い
。

５
今
後
の
課
題

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
横
浜
市
は

積
極
的
に
防
災
対
策
を
進
め
、
防

災
先
進
都
市
と
標
榜
さ
れ
て
き

た
。
特
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
教
訓
と
し
て
始
め
ら
れ
た
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
へ

の
補
助
制
度
や
地
震
情
報
シ
ス
テ

ム
の
整
備
は
突
出
し
た
も
の
が
あ

り
、
あ
る
程
度
の
効
果
が
み
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
施
策
に
も
課
題
は
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
課
題
は

残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
今
年

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
や
新
潟

県
中
越
沖
地
震
で
は
、
高
齢
者
な

ど
災
害
弱
者
に
対
す
る
対
応
や
仮

設
住
宅
建
設
を
含
め
た
地
域
の
復

興
問
題
な
ど
が
課
題
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
横
浜
市
に
限
ら
ず

各
自
治
体
に
共
通
す
る
問
題
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
今
後
の
課
題
の

い
く
つ
か
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

①
耐
震
補
強
の
推
進

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

補
強
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
２
万
件
弱
に
対
し
て
耐
震
診
断

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
自
治
体
に

よ
る
耐
震
診
断
制
度
の
実
績
と
し

て
は
突
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
市
内
に
は
対
象
と
な
る
1

9
8
0
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

造
住
宅
は
2
0
万
棟
程
度
と
推
測
さ

れ
、
診
断
率
は
1
0
％
弱
と
考
え
ら

れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
耐
震
診
断
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
5
0
％
弱
の
約
８
千
件
は

危
険
と
判
断
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
耐
震
補
強
の
補
助
制

度
へ
の
応
募
は
約
1
3
0
0
件

で
、
応
募
率
は
約
1
5
％
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
診
断
率
と
応
募
率
を

掛
け
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
耐
震
補
強
さ
れ
た
木
造

住
宅
は
本
来
耐
震
補
強
す
べ
き
も

の
の
１
％
程
度
に
す
ぎ
な
い
と
も

概
算
で
き
る
。
耐
震
補
強
制
度
の

充
実
し
た
横
浜
市
で
も
こ
の
程
度

の
実
施
率
で
あ
り
、
こ
こ
に
耐
震
補

強
政
策
の
難
し
さ
が
現
れ
て
い
る
。

　
国
の
中
央
防
災
会
議
で
も
、
建

築
物
の
耐
震
化
緊
急
方
針
と
し

て
、
今
後
1
0
年
間
で
住
宅
の
耐
震

化
率
を
7
5
％
か
ら
9
0
％
に
向
上
さ

せ
る
と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
る

が
、
前
述
の
現
状
を
み
る
と
、
こ

の
ま
ま
で
は
達
成
が
困
難
な
よ
う

に
も
み
え
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
今
後
も
耐
震
補

強
の
必
要
性
や
耐
震
補
強
支
援
制

度
を
市
民
に
広
報
し
続
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、

わ
か
り
や
す
い
広
報
の
仕
方
を
工

夫
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
耐
震
補
強
の
メ
ニ
ュ

ー
の
強
化
や
耐
震
補
強
に
対
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
強
化
も
必
要

と
な
ろ
う
。
高
齢
者
は
、
収
入
が

少
な
く
、
自
分
が
生
き
て
い
る
間

に
大
地
震
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え

が
ち
な
た
め
、
古
い
家
に
住
み
な

が
ら
も
耐
震
補
強
か
ら
回
避
し
が

ち
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
簡
易
で
安
価

な
耐
震
補
強
方
法
（
例
え
ば
、
寝

室
だ
け
の
補
強
）
の
メ
ニ
ュ
ー
も

提
示
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
支
援

制
度
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
今
後

検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
根
本
的
に
は
市
民
の
防

災
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る

こ
と
が
望
ま
れ
、
後
述
の
地
震
情

報
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
利
用
す
る

こ
と
が
ひ
と
つ
の
方
策
と
考
え
ら

れ
る
。

②
地
震
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新

　
地
震
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
整
備
さ
れ
て
か
ら
1
0
年
以
上

が
経
過
し
、
機
器
の
更
新
の
時
期

を
迎
え
て
い
る
。
ま
た
、
最
新
の

技
術
の
進
歩
を
取
り
入
れ
た
さ
ら

な
る
高
度
化
が
望
ま
れ
る
。

　
横
浜
市
の
シ
ス
テ
ム
は
約
２
１
１

間
隔
に
１
台
と
い
う
密
度
で
地
震

計
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

全
国
的
に
各
都
道
府
県
で
整
備
さ

れ
て
い
る
震
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
1
0
㎞
程
度
の
間
隔
で
あ
る
。

　
こ
の
震
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
比
べ
て
横
浜
市
の
シ
ス
テ
ム
は

観
測
点
の
密
度
に
お
い
て
過
剰
の

よ
う
に
も
み
え
る
が
、
震
度
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
震
度
情
報
が

発
表
さ
れ
な
い
「
空
白
地
帯
」
の

市
町
村
が
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
応
し
て
、
気
象
庁
で

は
観
測
さ
れ
た
震
度
の
分
布
を
補

間
し
て
推
計
さ
れ
た
震
度
分
布
を

発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
推
計
値
で
あ
る
。

　
ま
た
、
面
積
が
広
く
複
数
の
人

口
集
中
地
区
が
分
散
す
る
よ
う
な

市
町
村
で
は
地
震
計
が
１
台
で
十

分
か
ど
う
か
の
議
論
も
あ
る
。
そ

の
点
で
横
浜
市
の
シ
ス
テ
ム
は
き

め
細
か
い
震
度
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
震
後
に
よ
り

安
全
な
対
応
が
可
能
と
な
る
こ
と

に
加
え
て
、
情
報
不
足
に
よ
る
不

安
を
市
民
に
与
え
ず
に
安
心
を
与

え
る
と
い
う
機
能
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
、
横
浜
市
が
目
指
す
安

全
・
安
心
の
２
つ
の
目
標
に
か
な

っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
今
後
、
本
シ
ス
テ
ム
が

市
民
に
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
る

た
め
に
、
日
常
的
に
さ
ら
な
る
活

用
を
考
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

例
え
ば
、
地
震
観
測
記
録
を
活
用

し
た
、
（
１
）
地
震
危
険
度
の
地
域
性

を
理
解
す
る
た
め
の
地
震
防
災
教

材
の
作
成
、
（
２
）
各
地
で
の
揺
れ
の

特
性
と
各
建
物
の
耐
震
診
断
結
果

を
総
合
し
た
耐
震
安
全
性
評
価
、

（
３
）
高
層
建
築
物
耐
震
指
導
基
準
の

見
直
し
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
教
材
作
成
と
関
連
し
て
市
内
の

小
中
学
校
や
生
涯
学
習
活
動
等
に

お
け
る
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

整
備
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
市
民
へ
の
防
災
教
育
の
実
効

性
が
高
ま
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
他
の
自
治
体
に
見
ら
れ
な
い
き

め
細
か
い
地
震
情
報
シ
ス
テ
ム
を

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
も
た
ら
し

た
横
浜
市
の
災
害
文
化
の
ひ
と
つ

と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
を
活
用
し

な
が
ら
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、

災
害
を
忘
れ
な
い
市
民
の
育
成
に

つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

③
復
興
対
応
の
具
体
化

　
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
防
災

計
画
で
の
復
興
対
応
の
記
述
は
少

な
く
、
具
体
性
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
。
復
興
に
は
様
々
の
対
象
が

あ
る
が
、
一
例
と
し
て
、
住
宅
の

再
建
の
問
題
を
考
え
て
み
る
。

　
中
央
防
災
会
議
の
試
算
に
よ
る

と
、
首
都
直
下
地
震
が
発
生
す
れ

ば
、
8
5
万
棟
の
建
物
が
全
壊
な
い

し
全
焼
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
多
量
の
住
宅
の
喪
失
に
対

応
し
て
、
避
難
所
の
確
保
、
応
急

的
な
住
宅
の
確
保
、
本
格
的
な
住

宅
の
再
建
お
よ
び
復
興
ま
ち
づ
く

り
の
問
題
が
生
ず
る
。

　
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

よ
う
に
運
営
委
員
会
も
含
め
た
整

備
が
な
さ
れ
て
い
る
。
応
急
的
な

住
宅
に
つ
い
て
は
、
仮
設
住
宅
と

し
て
喪
失
し
た
住
宅
の
３
割
程
度

の
2
5
万
棟
程
度
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
現
状
で
の
仮
設
住
宅

の
生
産
量
か
ら
1
0
万
棟
強
を
建
て

る
の
が
せ
い
ぜ
い
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
が
建
設

で
き
る
ま
と
ま
っ
た
土
地
を
住
民

が
望
む
地
域
に
ど
の
程
度
確
保
で

き
る
か
の
問
題
も
あ
る
。

　
こ
の
た
め
の
解
決
策
と
し
て
、
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既
存
の
賃
貸
住
宅
を
よ
り
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
借
り
上
げ
制

度
や
家
賃
補
助
制
度
な
ど
を
議
論

し
整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
本
格
的
な
住
宅
の
再
建
と
関
連

し
た
復
興
ま
ち
づ
く
り
は
さ
ら
に

複
雑
で
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
地

震
前
と
同
じ
街
に
再
建
す
る
の

か
、
区
画
を
整
理
し
て
防
災
性
の

よ
り
高
い
街
に
再
建
す
る
の
か
、

ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
は
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、

東
京
都
の
復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
地
域
復
興
協
議
会
を
地
震
後

早
い
時
期
に
立
ち
上
げ
て
、
住
民

の
協
議
に
よ
り
、
時
限
的
な
復
興

お
よ
び
本
格
的
な
復
興
を
段
階
的

に
進
め
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
は
住
民
が
地
域
の
復
興

を
共
に
考
え
る
と
い
う
共
助
の
考

え
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
行
政
が
こ
れ
を
支
援
す
る

た
め
の
仕
組
み
を
事
前
に
準
備
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

④
災
害
弱
者
へ
の
対
応

　
今
年
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

や
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
は
、
老

朽
化
し
た
木
造
住
宅
が
倒
壊
し
、

住
宅
の
耐
震
補
強
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
に
も
、

死
者
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
（
6
5

才
以
上
）
で
あ
り
、
高
齢
者
な
ど

災
害
弱
者
に
対
す
る
対
応
が
課
題

と
な
っ
た
。

　
わ
が
国
の
高
齢
者
率
は
2
0
％
を

超
え
、
５
年
後
に
は
2
5
％
程
度
に

達
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
高
齢
化
社
会
に
よ
り
、

高
齢
者
を
含
め
た
災
害
弱
者
の
増

加
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
災
害
時
に
援
護
を

要
す
る
方
々
へ
の
支
援
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
鶴
見
区
で
は
防
災
と

福
祉
の
取
り
組
み
を
結
び
つ
け
な

が
ら
、
地
域
の
民
生
委
員
と
地
域

住
民
で
災
害
時
要
援
護
者
を
支
援

す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て

い
る
。

　
こ
の
た
め
に
、
ま
ず
災
害
時
要

援
護
者
の
情
報
を
地
域
で
共
有
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
個

人
情
報
保
護
法
等
に
よ
る
制
約
が

あ
り
、
本
人
や
家
族
の
同
意
を
得

て
情
報
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
災
害
時
要
援
護
者
を
支

援
す
る
実
働
部
隊
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
。
と
の
た
め
、
地
域
の

協
力
を
得
て
、
地
域
防
災
拠
点
運

営
委
員
会
の
中
に
要
援
護
者
支
援

班
を
設
置
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
、

本
人
や
家
族
の
理
解
・
同
意
、
地

域
の
理
解
・
協
力
、
行
政
の
後
押

し
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
、
市

民
や
地
域
、
行
政
が
協
力
し
て
地

道
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
あ
る
。

⑤
市
民
や
地
域
と
の
連
携

　
以
上
に
述
べ
て
き
た
課
題
に
共

通
す
る
点
は
、
行
政
に
よ
る
「
公

助
」
の
み
な
ら
ず
、
市
民
個
人
に

よ
る
「
自
助
」
や
地
域
に
よ
る

「
共
助
」
が
重
要
な
役
割
と
な
る

こ
と
と
い
／
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
既
に
広
く
認
識
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
内
閣
府
で
も
、
自
助
・
共

助
・
公
助
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
災
害
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

の
国
民
運
動
を
推
進
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

　
災
害
時
の
当
事
者
は
市
民
で
あ

っ
て
、
行
政
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
防
災
計
画
も
市
民
の
視
点

に
立
っ
た
地
域
性
を
踏
ま
え
た
き

め
細
か
い
も
の
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
そ
の
策
定
・
実
施
の
た
め
に

は
、
市
民
や
地
域
の
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
行
政
が
市
民
や
地

域
と
の
連
携
を
強
め
て
防
災
対
策

の
策
定
・
実
施
に
努
め
る
体
制
が

整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
際
、
日
常
か
ら
の
取
り
組

み
に
非
日
常
で
あ
る
災
害
へ
の
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ん

で
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ

と
な
ろ
う
。
前
述
の
鶴
見
区
と
防

災
と
福
祉
の
取
り
組
み
の
結
び
つ

け
は
、
手
始
め
と
し
て
の
好
例
の

ひ
と
つ
と
い
え
る
。

８
一
お
わ
り
に

　
横
浜
市
で
の
地
震
防
災
の
取
り

組
み
を
事
例
と
し
て
、
地
震
防
災

対
策
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
述

べ
た
。
今
後
の
課
題
に
共
通
す
る

点
と
し
て
、
市
民
や
地
域
と
行
政

と
の
連
携
を
指
摘
し
た
。

　
地
震
活
動
期
を
迎
え
て
、
行
政

が
市
民
や
地
域
と
連
携
し
て
積
極

的
に
防
災
施
策
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
防
災

対
策
へ
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ

る
。
地
道
で
は
あ
る
が
、
様
々
な

形
で
の
市
民
へ
の
防
災
教
育
を
進

め
、
高
い
防
災
意
識
を
持
っ
た
人

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
よ

り
重
要
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。

06■特集1・地域で取り組む防災
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